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名）と、医師 3名（5ケース）、小児看護専門看護師 4名（8ケース）、計 35名である。 





































青年が親と医療者と行う Shared Decision Makingの現象に焦点を当てたことが独創的な点であ
る。 
血液・腫瘍疾患を持つ青年とその親 28名（14ケース）、医師 3名（5ケース）、小児看護専門
看護師 4 名（8 ケース）からインタビュー法によりデータ収集を行っている。青年と親、医師
又は小児看護専門看護師の三者にインタビューを行い、豊かなデータを修正版 Grounded Theory 
Approach（M-GTA）を用いて分析を行っている。データ分析に際しては信憑性を高めるための工
夫と努力がなされている点が評価できる。分析の結果、血液・腫瘍疾患を持つ青年が親と医療
者と行う Shared Decision Makingを構成する 3局面と 8カテゴリー、42の概念を特定し、「青
年が、親や医療者との決定の構えを築きながら協働し、自己の舵取りにより決定した事柄を実
現し成し遂げていくことである」と定義づけている。すなわち、本研究の独創的な点は、第一












貢献することができる教育プログラムの開発に活かすことができるものである。               
本研究の成果は、有田氏の 35名の研究協力者に 78回の面接、研究に向かう真摯な態度、探







療者と行う SDM を明らかにし、SDM を支える看護介入プログラムへと発展させていくことを期
待している。 
